




































































































































































の人の日を長からしめたのは神であるIf any man is favoured with long
life,it is God that has lengthened his days.」であることを強調した。そ
れ故
Considering the many dangers which attend men, not only by
diseases,but by innumerable accidents,itis marvellous Providence














Children obey your parents in the Lord, for thisis right; honour
thy Father & Mother, which is the first Commandment with
promise, that it may be well with thee, and that thou mayst live






And the removal of Aged persons out of the World, is, mentioned
－45（114）－
as a Judgment, and a sad Omen to the Places where they had
lived and served God. The Lord threatened His people that he
would take from them the Prudent & the Ancient, Isai 3.2.And it
is spoken of as an heavy Judgment on a Family, that none of that





















































































慌状態にあったことを日記に記している。彼女はYe shallseek me and


























































































































































































































Upon some differencesin or Churche about the waye of the Spirit
of God in the worke of Justif[ication,]myselfe dissentinge from
the reste of the brethren, I had occasion to examine mine owne
estate, wherein the Lord wrought marveyloysly upon my heart,
revivinge my former peace & consolatio wth muche increase & bet-
ter assurance th[a]n formerly; & in the middest of it (for it
continued many dayes) he did one tyme darte a beame of wrath
into my soule,wch struck me to the heart, but then the Lord Jesus













Oh how I was ravished wth his love! my prayers could breathe
nothinge but Christ & Love & Mercye, wch continued with meltinge























ディソソ・フィニーCharles Grandison Finney （1792-1875）の自伝を通じ
て検討する。




























...I cried at the top of my voice, and exclaimed that I would not
leave that place if all the men on earth and all the devils in hell
surrounded me. "What," I said, "such a degraded sinners as I am,
on my knees confessing my sins to the great and holy God ; and
ashamed to have any human being, and a sinner like myself, find










































The meeting was opened by one of the elders,who read a chapter
in the Bible,then a hymn, which they sung. After this he made a
long prayer, or perhaps I should say an exhortation, or gave a
narrative - I hardly know what to callit. He told the Lord how
many years they had been holding that prayer-meeting weekly, and
that no answer had been given to their prayers. He made such











... [T]he elder who was the principal man among them, and
opened the meeting, bursting into tears, exclaimed, "Brother
Finney, it is all true!" He fell upon his knees and wept aloud. This
was the signal for a general breaking down.... They all wept, and
confessed, and broke their hearts before God. This scene
continued, I presume, for an hour; and a more thorough breaking


























became ａ new ｍａｎ」と表現している49）。別の回心者に対しては「彼女は
（神の）王国に入った」という表現なども用いている。ウィソスロップとは
異なり，一旦回心した人は完璧なキリスト教徒に生まれ変われるので，不
安・絶望・神の愛の再確認という過程を繰り返す必要はないとフィニーは
考えていたのである。
　回心が１回限りの体験と考えられていたことは，次のエピソードによっ
て更にはっきりするだろう。前出の商人Ｓ氏の妻はフィニーが現れる以前
に回心体験を告白していたｰだからこそ夫にも回心を促したｰのだ
－25（134）－
が，夫や子供たちがフィニーの指導の下に劇的な回心を見せると，彼女は
次第に自分の若い頃の回心は真の回心ではなかったのでは，と悩み出して
しまう。最後にはフィニーとの会話を通じて「自分は回心をしていた」と
いう希望を取り戻すのだが，ここでフィニーは　「彼女の希望を取り戻す
ことto revive herｈｏｐｅ」とのみ述べて，彼女が再び回心をしたとは表現し
ない5o）。
　若者の方が回心を体験しやすいーフィニーに感化されやすいと言うべ
きだろうが一事に加えて，回心が継続的なものではないとしたら，かつ
てイソクリース・マザーが老齢に求めた神秘性と救済の業における意義は
失われてしまう。若者の方が本来のキリスト教徒の姿に近く，従って救済
にも近い。逆に回心体験のないままに歳を重ねた人間は，自らの罪を真に
自覚せず，神に許しを乞うことをしなかったために最後の審判の際には地
獄に行くことを運命づけられた失敗者であると見なされるに至るのである。
　カルヴィニズムとは相容れないパーフェクショニズムという思想がアメ
リカ独立革命を境に蔓延したことが，それまでにアメリカ人が培っていた
宗数的土壌を崩壊させるのに重要な役割を果たしたのは事実であろう。し
かしパーフェクショニズムとイソクリース・マザーはそれほど隔たった世
界にいただろうか？　７７歳になったマザーが「その人の日を長からしめた
のは神である」と誇らかに書き記したとき，彼は自分の救済に確信めいた
ものを感じていなかったろうか？ならばパーフェクショニズムの浸透がす
なわち老齢に秘められた価値を直ちに失わせるものではなかろう。マザー
が己のパーフェタショソを確信するためにはかれ自身の祈りの歳月が一種
の証明として必要だったはずだからだ。フィニーや彼の同輩にあたる説教
師たちがもたらした変革の内，加齢の意義に深刻な影響を与えたのは，
従って，一回限りでしかも急激な回心体験を強調した点にあったのではな
いだろうか。
－24（135）－
　結　語
　アメリカという国全体で年齢意識が変化したにあたっては，単独の原因
を分離することなど不可能であろう。また，この小論では回心体験のあり
方の変化が関与した可能性を論じてきたが，回心体験の変化が年齢意識の
変化に先行したかについて論証するにはもちろん至らない。年齢意識に変
革が見られた時代に信仰の世界でもそれと軌を一にするような変化が見ら
れた，というのがせいぜいここで許される表現である。
　19世紀前半のアメリカには，パーフェクショニズムという新たな思想が
カを得たと同時に，多くの宗教団体が復古主義を掲げてせめぎ合った。
フィニーの運動でも見たように，過去のいずれの時代に［復古］の原点を
置くかによって結局新しい思想運動をもたらした事例が多いが，宗教と年
齢意識の関連を更に明らかにするには，これら多様な宗教伝統と回心体験
の研究が不可欠である。また，加齢の延長上として死後の世界をどのよう
に把握していたか，も加齢の意義付けには重要な要素と思われる。人間が
最後の審判を待たずに完璧なキリスト教徒になれるものなら，死は「罪深
いこの世からの最終的な解放」という積極的な意義，人生の一部分として
の重要性を失うはずだからだ。この小論ではこれら課題を提起するにとど
めたい。
　　　　　　　　　　　　　　-23 (136)-
